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研究要旨 
がん治療(手術、化学療法、放射線治療)の進歩に伴い、有害事象に対応した支持療法の必要性も認知され
エビデンス構築も徐々に進みつつある。しかし、そのエビデンスに基づいて作成されたガイドライン等
の実地臨床への活用はまだ十分ではない。臨床研究で得たエビデンスはそれを基にした推奨治療が実地
臨床で行われることが最も重要なエンドポイントである。 
そこで、ガイドラインで推奨治療がどの程度実地臨床に浸透しているか確認し、その阻害要因に対して
は対策を、促進要因に関しては他の地域にも推進を行い支持療法の均てん化を図る。 
本研究では以下の 3項目について行う 
① 有害事象に対する医師単独で出来る単一介入(Single intervention)の支持療法（以下、単一介入）
（化学療法誘発性嘔吐（CINV）に対する制吐療法/発熱性好中球減少（FN）に対する予防的 G-CSF 投与な
ど）の普及状況について量的調査により明らかにし、それを踏まえ、普及を阻害/促進している要因につ
いてインタビュー等の質的な調査手法を用いて明らかにする。 
② 有害事象に対する多職種連携チームによる複合的介入(Complex intervention)を含んだ支持療法（以
下、複合的介入）（治療に伴うせん妄/化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）/脱毛に対するアピアランス
ケアなど）については評価法を含む実態を把握するための方法論も確立されていないため、複数の指標
を候補に挙げて普及状況の把握する。 
③支持療法普及の阻害/促進要因を改善/推進するための具体的な対策案について提案する。 
 
本研究の特色は、量的な実態調査に基づいて、現場関係者で質的調査を実施することで実地臨床での生
の声を吸い上げ real world における阻害/促進要因を拾い上げることにある。これによって量的調査に
よって明らかになった現状から改善に向けた着実な道筋をつけることが可能になる。 
本研究により本邦における支持療法普及実態を介入様式別に把握することができる。出口戦略として地
域病院へのガイドラインの周知徹底のための教育プログラムや、普及を促進する診療報酬の在り方に関
する提案、がん拠点病院の施設要件の追加などが期待できる。 
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A. 研究目的 
①有害事象に対する単一介入の普及状況について
量的調査により明らかにし、それを踏まえ、普及
を阻害/促進している要因についてインタビュー
等の質的な調査手法を用いて明らかにする。 
② 有害事象に対する多職種連携チームによる複
合的介入の普及状況の把握する。 
③支持療法普及の阻害/促進要因を改善/推進する
ための具体的な対策案について提案する 
 
B. 研究方法 
単一介入については化学療法誘発性嘔吐（CINV）
および発熱性好中球減少（FN）を単一介入の代表
例として調査を行う。 
・化学療法誘発性嘔吐（CINV） 
がん対策情報センターでがん診療連携拠点病院を
対象に行ったQuality indicatorの調査をもとに、
CINV対策実態調査について所定の手続きを経て活
用する。また、既に収集されている CINV 対策の未
実施理由を詳細に分析し、二次的な分析参加施設
を募集して、応募施設に対して詳細なインタビュ
ーを行うことで普及阻害/促進要因を洗い出す。 
また、インタビューは実装研究のための統合フレ
ー ム ワ ー ク (Consolidated Framework for 
Implementation Research、CFIR)に準拠して行う。 
 
・発熱性好中球減少（FN） 
日本がんサポーティブケア学会 FN 部会でアンケ
ート内容を作成し、日本臨床腫瘍学会等主要な学
会を通じて臨床医個人単位での FN 高リスクレジ
メン使用時の予防的 G-CSF 投与の実施率について
調査する。実施率の調査項目は、FN高リスクレジ
メンに関する事項・予防的 G-CSF 投与に関する事
項・所属病院/所属部署・経験年数である。 
 
複合的介入に関しては、治療に伴うせん妄を典型
例として取り上げる 
・治療に伴うせん妄 
各学会が出版しているガイドライン・ガイダンス・
手引書で重複した記載がある中で共通して行うべ
き手技/ケアとしている部分について拾い出しを
行う。その中から DPC データもしくは臨床医個人
単位での実施率調査として数値として抽出可能な
項目を検討する。 
 
（倫理面への配慮） 
アンケートや実態調査を行った施設、医師個人に
関しての情報は開示しない。 
 
C. 研究結果 
・化学療法誘発性嘔吐（CINV） 
低リスク催吐性リスク抗がん剤使用時に 5-HT3 を
使用しているというデータについて実地調査を行
ったところ、がん専門病院では原則は使用せず 1
コース目の状況を見て使用するというった柔軟な
対応がとられており、DPC の調査では見えなかっ
た適切な対応がなされていた。一方、催吐性リス
クに関係なく昔に作成したレジメンが変更されず

に default で制吐剤が組み込まれている施設もあ
った。 
 
・発熱性好中球減少（FN） 
日本臨床腫瘍学会、日本乳がん学会、日本がんサ
ポーティブケア学会、日本血液学会の協力を得て
学会員個人単位でサーベイモンキーを用いて実態
調査を行った。2020 年 5 月 15 日にデータ収集を
終了した。 
G-CSF の使用、抗菌剤の使用についてはおおむね
ガイドラインを参照していたが予防的 G-CSF の投
与については薬価の問題などがあり遵守されてい
ない箇所があった。 
今後はインタビュー調査を併用し、これらの解決
策及び Quality Indicator の設定を行う予定であ
る。 
 
・治療に伴うせん妄/CIPN 
/アピアランスケア 
ガイドライン内で高いエビデンスレベルに基づく
「強く推奨」される介入が非常に少ないことが判
明し、結論としてはまずガイドラインの整備から
行うべきで普及実装の phase には到達していない
と判断したためスコープから外した。 
今後はガイドラインの整備に重点を置いて行う。 
（倫理面への配慮） 
アンケートや実態調査を行った施設、医師個人に
関しての情報は開示しない。 
 
 
C. 考察 
CINV: 、レジメン登録への薬剤師の関与と定期的
なレジメン登録の見直しを行うことで是正できる
可能性が示唆された。 
FN：G-CSF の使用、抗菌剤の使用についてはおおむ
ねガイドラインを参照していたが予防的 G-CSF の
投与については薬価の問題などがあり遵守されて
いない箇所があった。 
今後はインタビュー調査を併用し、これらの解決
策及び Quality Indicator の設定を行う予定であ
る。 
 
D. 結論 
CINV FN を中心に継続して研究を行い、がん診療
拠点病院の基準の中に支持療法の指標を含めるこ
とで患者が安心安全に受診できるかどうかを可視
化していく 
 
 
E. 健康危険情報 
 
なし 
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